「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」実施計画
	課題番号：１８０９


（１）実施機関名：京都大学防災研究所
（２）研究課題（または観測項目）名：桜島火山における多項目観測に基づく火山噴火準備過程解明のための研究
（３）最も関連の深い建議の項目：

２．地震・火山現象解明のための観測研究の推進
（２）地震・火山噴火に至る準備過程
　　（2-2）火山噴火準備過程
ア．マグマ上昇・蓄積過程
（４）その他関連する建議の項目：
１．地震・火山現象予測のための観測研究の推進
（２）地震・火山現象に関する予測システムの構築
　　（2-2）火山噴火予測システム
ア．噴火シナリオの作成
（５）平成２０年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：
桜島の東山腹の昭和火口では2006年6月に58年ぶりに噴火が発生した．この活動は，2007年，2008年と繰り返され，爆発の強度を増している．小規模ながら桜島へマグマの貫入が進行しつつあることを示唆する．2007年に実施した集中総合観測では約11年間に8千万立方メートルのマグマが蓄積されたことが示され，マグマ蓄積が継続していることが確認された．そのことを反映して，桜島および周辺での地震活動が活発化し，その震源位置やメカニズムが詳細に決定された．また，空中磁気，MT,重力探査などにより姶良カルデラや桜島浅部の構造がわかった．2008年に実施された人工地震探査でも，空中磁気，MT,重力探査によって得られた結果と整合的な結果が得られた．桜島北東部は低速度域となっており，反射面も検出され，重力基盤深度が深いことから姶良カルデラから桜島へのマグマの供給路となっている可能性が高い．
（６）本課題の５ヶ年の到達目標：

本研究の目標は，マグマの蓄積期にある桜島を対象に，多項目の5年にわたる長期観測に基づいてカルデラ下におけるマグマの蓄積に伴うその量の推移および桜島南岳直下へのマグマの移動の過程を把握した上で，火山体構造とその時間変化をあわせ考慮し，桜島のマグマ蓄積・移動・上昇モデルを構築し，今後起こりうる活動について予測することにある．
（７）本課題の５ヵ年計画の概要：

平成21年度

火山性地震の稠密観測を桜島および周辺南九州域において開始する（海域を含む）．GPS連続観測点の増設を行う．また，地盤変動観測・重力測定・火山ガス放出量，噴出物の分析などの多項目観測を実施する．地震波による反射法探査を実施し，人工地震探査（平成20年度）の結果と比較して構造の時間変化を把握する．

平成22年度

火山性地震稠密観測およびGPS観測を継続し，地盤変動観測・重力測定・火山ガス放出量，噴出物の分析などの多項目観測を繰り返す． 

平成23年度

火山性地震稠密観測およびGPS観測を継続し，地盤変動観測・重力測定・火山ガス放出量，噴出物の分析などの多項目観測を繰り返すことにより，火山体内および周辺の応力状態の分布と時間変化を把握し，マグマの蓄積・上昇モデルを構築する．また，空中磁気測量，MT探査を実施し，平成19年度の結果と比較して比抵抗構造の時間変化を把握する．

平成24年度

火山性地震稠密観測およびGPS観測を継続し，地盤変動観測・重力測定・火山ガス放出量，噴出物の分析などの多項目観測を繰り返し，マグマの蓄積・上昇モデルの修正を行う．

平成25年度

トモグラフィー的手法による火山体構造探査を行い，平成20年度に実施予定の火山体構造探査によって得られた構造と比較し，その時間変化に基づいて，多項目観測から得られたマグマ蓄積・移動のモデルの統合化を図る．モデルに基づいて活動の評価と予測を行う．

（８）実施機関の参加者氏名または部署等名：

　　　京都大学防災研究所
井口正人・山本圭吾・為栗健・神田径・石原和弘・味喜大介

他機関との共同研究の有無：有
　　　北海道大学大学院理学研究科
大島弘光（代表者のみ）

秋田大学工学資源学部

筒井智樹（　　〃　　）

東北大学大学院理学研究科

植木貞人（　　〃　　）

東京大学地震研究所　　　　　　　　森田裕一（　　〃　　）

東京大学大学院理学系研究科　　　　森　俊哉（　　〃　　）

東京工業大学火山流体研究センター
野上健治（　　〃　　）

名古屋大学大学院環境学研究科
中道治久（　　〃　　）

京都大学大学院理学研究科

大倉敬宏（　　〃　　）

九州大学大学院理学研究院

清水　洋（　　〃　　）

鹿児島大学理学部


宮町宏樹（　　〃　　）

（９）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

　部署等名：京都大学防災研究所火山活動研究センター
　電話：099-293-2058
　e-mail：iguchi@svo.dpri.kyoto-u.ac.jp
　URL：http://www.dpri.kyoto-u.ac.jp/~kazan/default.html
　
（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
　　　氏名：井口正人
　　　所属：京都大学防災研究所火山活動研究センター
　　　電話：099-293-2058
　　　FAX ：
e-mail：iguchi@svo.dpri.kyoto-u.ac.jp









